
ワークショップだより vol.2岡山城主要部跡地

当日のプログラム
１．開 会
２．オリエンテーション
・岡山城主要部跡地整備の方向性について
・ワークショップの進め方

３．ワークショップ
・まちの魅⼒アップに向けて岡山城主要部跡地
の活⽤方法を考えよう︕

４．全体発表
５．閉 会

第２回
ワークショップを
開催しました

令和4年7月26日（火）、岡山県⽴図書館（多目的ホー
ル）にて第2回ワークショップを⾏いました。当日は公募により27名
の方に参加していただき、満遍なく広い世代から意⾒を頂きました。

岡山城主要部跡地
ワークショップとは

岡山城主要部跡地（旧内山下小学校跡地、岡山
市⺠会館、旧NHK岡山放送会館跡地）は岡山城の
城郭があった場所で、南北軸と東⻄軸のクロスポイントに
位置しており、都心全体の回遊性を向上させる大きなポ
テンシャルを有しています。

そこで、様々な人と、まちの魅⼒アップに向けて、岡山城
主要部跡地の活⽤方法を共に考え、整備の検討に活か
すことを目的として、ワークショップを開催しています。

開催日 開催場所
第１回 令和 4 年 7 月 9 日（土） 岡山県⽴図書館（多目的ホール）

第２回 7 月 26 日（火） 〃

第３回 8 月 17 日（水） 〃

第４回 9 月 11 日（日） 〃

■ワークショップの開催スケジュール

※ワークショップ開催結果のお知らせです。

政策局 政策部 事業政策課
電話︓086-803-1042 FAX︓086-803-1846 〒700-8544岡山市北区大供⼀丁目1番1号

問い合わせ先

第２回
ワークショップの
様子

ワークでは、『まちの魅⼒アップに向けて岡山城主要部跡地の活
⽤方法を考えよう︕』をテーマに、6班に分かれて意⾒を出し合いま
した。積極的に発言し合い、多くの意⾒やアイデアが出されました。

ワーク 全体発表

ワークでは様々な意⾒が出され、
たいへん盛り上がりました。
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第2回目WS参加者年齢層



どんな人（利⽤する人、利⽤して欲しい人）

どんなこと（利⽤する目的、利⽤する内容）

必要なもの（施設、取り組み等）

日常/憩い ・おもいおもいに過ごす ・リラックス/リフレッシュ ・のんびり過ごす
・休憩する ・昼寝 など

交流/活動
・国際交流 ・地域交流 ・芸術交流 ・まちや人と繋がる
・世代を超えて交流する ・サークル、クラブ活動 ・校外学習
・仕事をする ・遊ぶ ・スケボー など

観光

・食/遊/観を楽しむ ・岡山の美味しいものを食べる
・お土産を買う など

歴史/
文化

・歴史を学ぶ ・文化財/景勝地の⾒学 ・歴史研究会
・文化美術を楽しむ
・歴史的価値のある建築物を楽しむ
・岡山の魅⼒/文化を発信する など

防災 ・災害時に避難する ・災害物資を備蓄 など

施設・
設備

日常/憩い
・石垣を活かした広場 ・公園/展望広場（旧NHK）
・広場（旧内山下小学校校庭）
・ベンチ（川辺） ・カフェ など

交流/活動

・オープンステージ ・イベントスペース ・運動場
・体育館 ・国際/地域交流の場 ・学びの場
・オフィス/コワーキングスペース
・アートセンター（旧内山下小学校）
・大型遊具/ボルダリング施設 など

観光

・おしゃれなホテル ・食のテーマパーク ・市場
・ジェットコースター ・大観覧⾞ ・タワー など

歴史/
文化

・歴史を学べる施設 ・岡山城を⾒せるまちづくり
・岡山の文化財を紹介する展示館
・私有地を含めて地域全体をデザインする
・総合ミュージアム ・美術館/博物館（市⺠会館）
・アートセンター（旧内山下小学校） など

防災 ・災害避難場所 ・防災備蓄倉庫

その他
・駅からの公共交通アクセス（電⾞/バス） ・駐⾞場
・区画整理 ・⽼人ホーム ・保育園
・作りこまないデザイン など

取り組み
観光

・⻄⼿櫓と庭園の保護
・市⺠劇団による岡山の歴史に関する演劇
・観光コース化 ・ジオラマ展示 ・サブカルの発信 など

その他
・回遊バス ・電動キックボードのレンタル
・歩⾏者天国化 ・建築規制 ・インスタ映えスポット
・起業家支援補助 など

みんなの声 ワークショップでは、岡山城主要部跡地を対象に、「どんな人」が対象地を訪れるのか、そこで「どんなこと」をするのか、そのために「必要なもの」は何かの３つの視点
から活⽤方法を考えました。主なご意⾒を紹介します。

市⺠ ・市⺠ ・地域住⺠ ・⽼人/熟年 ・子ども ・大人
・小学生 ・私 ・岡山に新しく移り住んで来た人 など

観光客 ・岡山に遊びに来た人 ・歴史を学びたい人
・岡山を知らない県外の人 ・国内/海外からの観光客 など

その他 ・デザイナー ・ITエンジニア ・作家 ・若い起業家
・仕事をする人 ・障害のある人 など

各班のキーワード

・情報発信/岡山城のPR
・交通（アクセス）
・歴史を活かしたまちづくり
・地域/国際交流の場
・既存施設を解体

など

Ａ班
・歴史文化を学ぶ場所
・既存施設を活⽤（美術館
/博物館/アートセンター）

・くつろぎの空間
・交通の活性化/ルールの意
識づけ

・防災
など

Ｂ班
・イベントスペース
・学習/交流の場
・既存施設を活⽤（オフィス/
美術館/学びの場）

・防災
・岡山らしさの発信

など

Ｃ班
・岡山城/城下を守る
・作りこみ過ぎない
・回遊/夜の回遊
・タワー（眺望点）
・既存施設を活⽤（オープン
ステージ/博物館/お化け屋
敷）

など

Ｄ班
・岡山の歴史
・城が作られた場所（岩盤/  
高台）

・私有地を含めて地域全体
をデザインする

・100年の計
・現存の物/外観の再利⽤

など

Ｅ班
・歴史を活かす
・芸術を軸にした交流
・既存施設を活⽤（アトリエ
/ギャラリー）

・教育/学びに繋がる施設
・スタートアップ

など

Ｆ班


